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予算編成の基本的な考え方 

平成30年度予算編成にあたっては、『活力』・『快適』・『安心』を基本理念とする第六

次中井町総合計画に基づく各種施策を着実に推進していくため、これまでの施策・事業の

成果や課題をあらためて検証し、事業の必要性・内容を精査することで限られた財源をよ

り優先度の高い事業等への重点配分を行いました。 

なかい誕生から110年目を迎え、歴史や文化、豊かな自然環境など、これまで受け継

がれてきた町の魅力をみがくとともに、さらに次の世代へつないでいくため、持続可能な

まちづくりを目指してまいります。 

 

第六次総合計画前期基本計画【3つの重点プロジェクト】 

1「活力」を生み出す里都まち交流人口増加プラン 

  「活力」あるまちづくりを目指して、地域のにぎわいを生み出す魅力的な交流拠点の

形成や地域の活性化により、交流人口の増加を実現します。 

2「快適」な里都まちライフスタイルによる定住促進プラン 

  「快適」なライフスタイルの実現を目指して、住環境の整備や豊かな自然環境の保全・

活用などにより、特に若い世代の定住促進を実現します。 

3「安心」を支える里都まち地域づくりプラン 

  「安心」して町民誰もが暮らせるまちづくりを目指して、協働による支え合い・見守

りなどにより、持続可能な地域づくりを目指します。 

 

 予算規模   

 平成30年度の一般会計予算規模は、38億7,900万円(前年度対比1億3,100万円、

3.5％増)となりました。特別会計等を加えた総予算規模は、69億4,832万円(前年度対

比△2,303万円、0.3％減)となりました。 

 （単位：千円） 

会計別 
30 年度予算額 29 年度予算額 比   較 対前年度 

(A) (B) (A-B) 伸率％ 

一般会計 3,879,000 3,748,000 131,000 3.5 

国民健康保険特別会計 1,300,075 1,448,351 △148,276 △10.2 

介護保険特別会計 782,766 765,985 16,781 2.2 

後期高齢者医療事業特別会計 130,912 126,327 4,585 3.6 

下水道事業特別会計 527,274 556,919 △29,645 △5.3 

水道事業会計 328,296 325,778 2,518 0.8 

合 計 6,948,323 6,971,360 △23,037 △0.3 

※水道事業会計の予算額は、総支出額から減価償却費等を除いた額  
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会計別予算割合  

                  

        

 

予算概要 

◆ 一般会計では、持続可能なまちづくりを着実に進めていくため、事業ごとに可能な限り経費

の圧縮を図りつつも、将来的な自主財源の確保を見据えた積極的な投資を行うとともに、町民

生活に直結する各種サービスの維持に重点化を図る予算としました。 

 

◆ 特別会計等については、制度改正に伴い国民健康保険特別会計の予算規模が縮小したほか、

介護保険特別会計・後期高齢者医療事業特別会計では保険給付費等の伸び等を勘案し、下水道

事業特別会計・水道事業会計では安定的な経営を図るための予算としました。 

一般会計予算額の推移  

 

（単位 :千円） 
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一般会計歳入概要 

  

国の動向や社会情勢・経済情勢等を勘案し、町税では、24億5,933万円(前年度対比1.5％)、 

地方譲与税及び各種交付金は、近年の実績見込等を踏まえ、３億4,050万円(前年度対比△14.9％)

となりました。また、国・県支出金については歳出の社会福祉費の増に伴うものや、投資的事業に

充てる財源の確保に努め8,718万円（前年度対比18.9%）の増となったほか、ふるさと納税寄

付金の伸びを見込み、なお不足する財源は、事業債の活用や財政調整基金の繰り入れにより、収支

の均衡を図りました。 

 

一般会計歳入の構成比 

 

増 減 額 伸    率 (%)

当初予算額 A 構成比 当初予算額 B 構成比
29年度当初予算額
との比較(A-B)　C

対29年度当初
予算額比　C/B

1. 町税 2,459,334 63.4 2,422,639 64.7 36,695 1.5

2. 地方譲与税 39,000 1.0 39,000 1.1 0 0.0

3. 利子割交付金 1,500 0.0 1,500 0.1 0 0.0

4. 配当割交付金 6,000 0.2 7,000 0.2 △ 1,000 △ 14.3

5. 株式等譲渡所得割交付金 5,000 0.1 4,000 0.1 1,000 25.0

6. 地方消費税交付金 220,000 5.7 230,000 6.1 △ 10,000 △ 4.3

7. ゴルフ場利用税交付金 35,000 0.9 35,000 0.9 0 0.0

8. 自動車取得税交付金 17,000 0.4 12,000 0.3 5,000 41.7

9. 地方特例交付金 5,000 0.1 4,500 0.1 500 11.1

10. 地方交付税 10,000 0.3 65,000 1.7 △ 55,000 △ 84.6

11. 交通安全対策特別交付金 2,000 0.0 2,000 0.1 0 0.0

12. 分担金及び負担金 37,203 1.0 23,562 0.6 13,641 57.9

13. 使用料及び手数料 58,275 1.5 61,357 1.6 △ 3,082 △ 5.0

14. 国庫支出金 285,324 7.4 238,952 6.4 46,372 19.4

15. 県支出金 262,618 6.8 221,804 5.9 40,814 18.4

16. 財産収入 1,346 0.0 1,252 0.0 94 7.5

17. 寄附金 50,001 1.3 30,001 0.8 20,000 66.7

18. 繰入金 81,789 2.1 75,485 2.0 6,304 8.4

19. 繰越金 100,000 2.6 100,000 2.7 0 0.0

20. 諸収入 42,610 1.1 49,448 1.3 △ 6,838 △ 13.8

21. 町債 160,000 4.1 123,500 3.3 36,500 29.6

3,879,000 100.0 3,748,000 100.0 131,000 3.5

                   年    度

　　科    目

歳 入 合 計

平成30年度 平成29年度

 

 

（単位 :千円） 
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町税の内訳 

増  減  額 伸    率 (%)

当初予算額Ａ 構成比 当初予算額Ｂ 構成比
29年度当初予算額
との比較(A-B)　C

対29年度当初
予算額比　C/B

1. 町民税 885,150 36.0 837,465 34.6 47,685 5.7

（1）個人 478,928 19.5 465,255 19.2 13,673 2.9

（2）法人 406,222 16.5 372,210 15.4 34,012 9.1

2. 固定資産税 1,445,205 58.7 1,452,900 60.0 △ 7,695 △ 0.5

（1）土地 492,369 20.0 503,400 20.8 △ 11,031 △ 2.2

（2）家屋 612,502 24.9 634,337 26.2 △ 21,835 △ 3.4

（3）償却資産 340,136 13.8 314,984 13.0 25,152 8.0

（4）交付金 198 0.0 179 0.0 19 10.6

3. 軽自動車税 31,867 1.3 29,201 1.2 2,666 9.1

4. 町たばこ税 97,112 4.0 103,073 4.2 △ 5,961 △ 5.8

2,459,334 100.0 2,422,639 100.0 36,695 1.5計

年    度

　科    目

平成30年度 平成29年度

 

 

町税の推移 

元年度 4年度 7年度 10年度 13年度 16年度 20年度 21年度
717,035 1,096,430 876,778 994,948 936,154 1,203,510 1,401,400 1,075,733

　個人町民税 537,748 853,567 643,334 632,190 552,615 472,046 621,706 608,413
　法人町民税 179,287 242,863 233,444 362,758 383,539 731,464 779,694 467,320

654,198 1,138,536 1,439,378 1,839,928 1,925,434 1,872,218 1,770,231 1,704,319
654,101 1,137,963 1,438,833 1,839,449 1,925,340 1,871,791 1,769,368 1,703,455

　土地 315,756 421,561 604,192 718,650 760,793 728,557 654,316 631,194
　家屋 176,785 384,911 545,165 747,444 769,627 745,409 736,398 709,014
　償却資産 161,560 331,491 289,476 373,355 394,920 397,825 378,654 363,247

9,153 10,569 12,117 13,290 15,519 17,499 19,974 20,636
45,458 55,076 56,669 68,776 71,927 74,133 72,584 77,337
67,138 127,482 235,366 109,779 73,018
25,828 21,302 18,508 15,823 11,860 17,839 8,604 5,698
14,262

1,533,072 2,449,395 2,638,816 3,042,544 3,033,912 3,185,199 3,272,793 2,883,723

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
984,447 1,145,793 734,129 1,038,941 1,108,179 836,710 837,465 885,150

　個人町民税 520,459 522,614 511,269 497,267 487,487 483,801 465,255 478,928
　法人町民税 463,988 623,179 222,860 541,674 620,692 352,909 372,210 406,222

1,629,717 1,524,763 1,521,984 1,547,739 1,490,917 1,481,347 1,452,900 1,445,205
1,628,880 1,524,181 1,521,837 1,547,632 1,490,718 1,481,151 1,452,721 1,445,007

　土地 594,068 570,050 554,634 544,823 532,643 517,017 503,400 492,369
　家屋 720,101 642,303 648,407 664,604 626,317 630,545 634,337 612,502
　償却資産 314,711 311,828 318,796 338,205 331,758 333,589 314,984 340,136

21,443 22,008 22,727 23,359 24,264 28,973 29,201 31,867
104,345 108,179 118,294 113,035 108,483 107,997 103,073 97,112

5,192 998

2,745,144 2,801,741 2,397,134 2,723,074 2,731,843 2,455,027 2,422,639 2,459,334

旧法による税

合計

※29年度、30年度は当初予算額、その他各年度は決算額

固定資産税

　純固定資産

軽自動車税

町たばこ税

特別土地保有税

砂利採取税

特別土地保有税

砂利採取税

旧法による税

合計

町民税

町民税

固定資産税

　純固定資産

軽自動車税

町たばこ税

 

（単位 :千円） 

 

（単位 :千円） 

 



- 5 - 

 

平成３０年度重点施策・取組 

第六次総合計画前期基本計画重点プロジェクト等に係る事業について、事業の選択と集

中により予算の重点配分を行いました。 

人口減少を最重要課題と捉え、交流人口・定住人口の増加に加え、町を応援していただ

ける応援人口を増やす取組を進めます。 

●第六次総合計画前期基本計画【重点プロジェクト】 

1「活力」を生み出す里都まち交流人口増加プラン   

  インターチェンジ周辺の土地利用の推進、交流の場づくりの促進、 

スポーツを通じた交流、スポーツ環境整備・充実、食と特産品づくり、 

シティプロモーションの推進 

 

 

 

2「快適」な里都まちライフスタイルによる定住促進プラン 

  住宅・住環境整備による定住促進、空き家・空き地対策の充実 

森林の保全と緑化の推進、里山の景観づくり、生活交通サービスの拡充 

子どもたちの居場所づくりの推進、切れ目のない子育て・子育ち支援 

 

 

  

3「安心」を支える里都まち地域づくりプラン 

災害に強いまちづくり、地域防犯体制の整備 

高齢者にやさしい環境整備、地域ぐるみ福祉ネットワークづくり 

健康づくりを応援するしくみと活動の充実、未病を改善する活動の促進 

 

 

●記念事業 

 

４「110年記念事業」 

なかい誕生110年の節目にあたり、町の歴史文化を振り返るとともに、 

いまの町の魅力をみがき、未来へつなぐ、をコンセプトに記念事業を 

実施します。 
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※太字は重点施策 

 １ 「活力」を生み出す里都まち交流人口増加プラン 

 

にぎわいをもたらす拠点づくり                         
 

○インターチェンジ周辺の土地利用・・・５,４１１万円 
新たな産業系拠点の形成を目的に 

地区境界測量、ボーリング調査、 

基本設計等を実施 
  

 

 

 

 

 ○里都まち交流拠点の充実・運営支援 (中央公園）・・・４８７万円 

  

里都まちなかい魅力創生                            

 

○スポーツプロジェクト・・・４２９万円 
総合型地域スポーツクラブ創設に向けた検討 

  起伏に富んだ地形など、町の特徴を活かしたスポーツイベントの開催支援 

 

○ブランドプロジェクト・・・５７８万円 

地域資源を活用した特産品の開発支援 

マーケットの開拓 

 

○中央公園、厳島湿生公園の魅力発信   

中央公園長寿命化計画の策定 

厳島湿生公園木道修繕の検討 

美・緑なかいフェスティバル、竹灯篭の夕べ、 

あかりの祭典の開催 

 

○シティプロモーションプロジェクト   

ｔｖｋデータ放送、SNSの活用、イベント等へ 

の出展により町の魅力を発信 

  マンホールカードの発行・配布（下水道事業） 

 

○ふるさと納税制度を活用した地域活性化 
  地域資源の掘り起こし、返礼品の充実 

ミニチュアマンホールコースターを作成し、 

返礼品としてラインナップ（下水道事業） 

 

【その他事業】 

・Wi-Fi整備事業（公共施設３か所に整備） 

 

 

ｄ

ｓ 

※キッズサイクルフェスタの様子 

※マンホールカード 

※
秦
野
中
井
イ
ン
タ
ー 
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２ 「快適」な里都まちライフスタイルによる定住促進プラン 

  

子育て・子育ち支援の充実                                                    
  

 ○妊娠・出産包括支援・・・８６９万円 

なかい版ネウボラの設置  

助産師が母子保健コーディネーターとして産前・産後のきめ細かいサポートを実施 

特定不妊治療費の助成 

公費負担額を増額し治療費負担を軽減  1回あたり10万円 ⇒ 15万円 

妊婦健診費の助成   

公費負担額を増額し妊娠期の経済負担を軽減 最大10万 5千円 

禁煙治療費の助成 

 妊婦、幼少時の受動喫煙防止を目的に禁煙治療費の一部を助成 

（※子育て応援サイトにより情報の集約化、発信） 

 

○子育て支援事業・・・４１１万円（保育料無償化による軽減額２２５万円） 
  子育て世帯の経済負担軽減 

   学校給食費、保育料の一部助成に加え、所得制限内世帯の第２子の保育料を無償化 

  病児・病後児保育事業 

   病気等により集団保育が困難な児童を一時的に保育 

 

【その他事業】 

・子育て支援センターの運営 

・ファミリーサポートセンター事業 

・出産祝品の配布 

・なかいこども園の運営 ・小児医療費助成(中学校修了まで)  

・放課後児童健全育成(学童保育)・土曜学習事業 
 

定住環境づくり                                 
  

○社会資本整備・・・１億３,１６２万円 
人にやさしいまちづくり  

町道石原線道路改良、舗装等維持補修(町道横原線、町道境平沢線等) 

    中井隧道補修工事、遠藤橋補修工事  

 
○定住の促進・・・６１９万円 
  三世代家族推進事業  

    町外からの三世代同居・近居のため転入支援 

   住宅取得費の1/2補助 最大100万円 

住宅改修費の1/2補助 最大50万円 

空き家改修費補助  

町外からの若い夫婦・子育て世帯の転入支援  

住宅改修費の1/2補助 最大100万円 

【その他事業】 

 ・下水道、合併浄化槽整備  ・耐震改修費の補助 

・水源の森林づくり(北田地区整備、松本・鴨沢地区調査) 

・地域公共交通対策(オンデマンドバス運行等) 

※間伐、遊歩道を整備した水源林 

※母子保健コーディネーターに 

よる相談の様子（母子手帳交付時） 
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３ 「安心」を支える里都まち地域づくりプラン  
   

災害の未然防止と暮らしの安全                                  

  

○防災対策の強化・・・３億３,６１５万円 
防災行政無線デジタル化（予定工期：H29～H31） 

情報伝達の強化と充実を図り、関係する防災設備を更新 

   屋外子局整備、J-ALERT受信装置整備等 

地域の防災力強化 

 防災専門員による、職員研修・地域出前講座を実施  

消防備品・防災資機材等の充実   

  

○防犯活動・交通安全の啓発・・・８２９万円 
高齢者交通安全教室の開催 

防犯灯LED化の推進 、防犯パトロールの実施  

【その他事業】 

 ・ｔｖｋデータ放送を活用し、防災防犯情報をテロップ配信 

 

誰もが暮らしやすい福祉の充実                               
  

○地域生活支援体制の充実・・・１,９０５万円 
   軽度・中等度難聴児補聴器購入費の助成 

    障害者手帳が交付されない軽度中等度の 

難聴児を対象に補聴器購入費の一部を助成 

児童巡回相談の実施   

【その他事業】 

・社会福祉協議会との連携 

・障害者自立支援給付事業・地域福祉計画の策定 

 

生涯を通じた健康づくり                            
 

○疾病予防対策の強化・・・２,９３８万円        

 高齢者肺炎球菌ワクチンの任意接種  対象者65歳～ 

成人風しんワクチン任意接種、前立腺がん検診を実施 

 

○介護予防の強化(繰出金)・・・１億３,５６９万円 
介護予防・日常生活支援総合事業の充実(介護保険事業) 

リハビリテーション専門職を活用 

高齢者の自立支援を推進 

認知症総合支援事業の推進（介護保険事業)   

    認知症地域支援推進員等による相談支援体制の充実、 

認知症カフェの定期開催化 

【その他事業】 

・生涯スポーツの推進と高齢者生きがい対策   

健康スポ・レク祭、ユニカール大会、パークゴルフ大会、サロン活動、 

   シルバー人材センターとの連携 

※社会福祉協議会の活動の様子 

※H29 に整備した操作卓 

（防災行政無線デジタル化） 

 

※健康スポ・レク祭の様子 
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４ １１０年記念事業  
 

歴史や文化をたどる事業                                  

  

○なかいの土地を知る・・・１２０万円 
なかいの土地の変遷を学ぶ企画展を開催  

  

○郷土資料館特別展（なかい年表）  

 

いまの魅力をみがく事業                               
  

○記念式典の開催・記念ノベルティの作成・・・１８５万円 
   町の魅力発展を町民とともに考える「まちづくり講演会」を開催 

   110 年を記念したノベルティを作成し、各種イベントで配布 

   

○里都まち ♡ なかい宝探し・・・３５０万円 
   町の魅力に光をあて、子どもや家族で 

楽しめる宝さがしイベントを開催 

 

○読書活動推進事業・・・３７万円 
中井っ子に読ませたい 110 の本を選書し設置 

 

・原動機付き自転車のご当地ナンバー交付 

・竹灯篭の夕べ（１日⇒２日間開催） 

・なかい健康スポ・レク祭（種目の追加） 

・なかいっ子わくわく食学び大作戦 

（健康をテーマとしたクッキングレシピのコンテストを開催） 

 

未来に向かってつなぐ事業                           
 

○夏季巡回ラジオ体操と人文字の実施・・・２２万円        

夏季巡回ラジオ体操の実施、中井っ子で人文字をつくりドローンで記念撮影 

 

○中央公園展望広場の茶畑整備・・・９０万円 
新しい観光スポットとして茶畑をハート型に整備 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ラジオ体操の様子（100 年記念時） 

※110 年記念ロゴ 

※
郷
土
資
料
館
内 

展
示
の
様
子 

※宝探しのイメージ 
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一般会計歳出(目的別)                   

構成割合では、社会保障関係費の伸びの影響などにより民生費が全体の30.1％と最も高く、次

いで、土木費17.0％となっています。 

総務費では人件費の増などにより前年度対比2,895万円、4.8％の増となったほか、農林水産

業費では、水源林整備事業費の増などにより、前年度対比4,29８万円、33.9％増となる一方、土

木費では、都市計画業務委託費や都市公園等の管理計画委託料が増となったものの、下水道事業特

別会計への繰出金の圧縮などにより、前年度対比△３,６６１万円、５.３％減となりました。 

消防費では、平成29年度から開始した防災行政無線設備デジタル化事業等により、前年度対比

２,９８８万円、９.０％増となりました。また、新たに発行した町債の償還が開始することに伴い、

公債費は前年度対比1,179万円、19.1％の増となりました。 

 

一般会計目的別歳出の構成比   

増 減 額 伸  率 (%)

当初予算額A 構成比 当初予算額B 構成比
29年度当初予算額
との比較(A-B)　C

対29年度当初
予算額比　C/B

1. 議会費 91,584 2.4 92,548 2.5 △ 964 △ 1.0

2. 総務費 627,659 16.2 598,705 16.0 28,954 4.8

3. 民生費 1,167,435 30.1 1,117,588 29.8 49,847 4.5

4. 衛生費 266,655 6.9 278,654 7.4 △ 11,999 △ 4.3

5. 農林水産業費 169,787 4.4 126,810 3.4 42,977 33.9

6. 商工費 81,290 2.1 65,962 1.8 15,328 23.2

7. 土木費 658,996 17.0 695,614 18.6 △ 36,618 △ 5.3

8. 消防費 362,936 9.3 333,055 8.9 29,881 9.0

9. 教育費 323,320 8.3 326,373 8.7 △ 3,053 △ 0.9

10. 災害復旧費 1 0.0 1 0.0 0 0.0

11. 公債費 73,686 1.9 61,890 1.6 11,796 19.1

12. 諸支出金 5,651 0.1 800 0.0 4,851 606.4

13. 予備費 50,000 1.3 50,000 1.3 0 0.0

3,879,000 100.0 3,748,000 100.0 131,000 3.5歳 出 合 計

年度

    科目

平成30年度 平成29年度

 

 

目的別歳出予算の主な増減内容 

◆ 総務費、前年度対比4.8％増(+2,895万円) 

    人件費の増、110周年記念事業費の増、電算広域化推進事業費の増など 

◆ 民生費、前年度対比4.5％増(+4,984万円) 

  自立支援給付事業費の増、後期高齢者医療定率市町村負担金の増など。 

◆ 衛生費、前年度対比4.3％減(△1,199万円) 

生物多様性調査事業費の減、がん検診・結核健診事業費の減など。 

（単位 :千円） 
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◆ 農林水産業費、前年度対比33.9％増(+4,297万円) 

水源林整備事業費の増、農道整備費の増など。 

◆ 商工費、前年度対比23.2％増(+1,532万円) 

ふるさと納税業務委託費の増、観光振興費（110年記念事業関係）の増など。 

◆ 土木費、前年度対比5.3％減(△3,661万円) 

下水道事業特別会計繰出金の減、都市計画関連業務に関わる事業費の増など。 

◆ 消防費、前年度対比9.0％増(+2,988万円) 

常備消防業務委託費の増、防災行政無線設備デジタル化工事費の増など。 

◆ 教育費、前年度対比0.9％減(△305万円) 

小中学校に係る工事請負費等の減、総合型地域スポーツクラブ準備業務委託料の増など。 

◆ 公債費、前年度対比19.1％増(+1,179万円) 

 

一般会計歳出(性質別)  

消費的経費(人件費・物件費・維持補修費・扶助費・補助費等の合計)は、27億3,801万、前年

度対比9,881万円、3.7％増、投資的経費(普通建設事業費・災害復旧費の合計)は、4億1,798

万円、前年度対比8,544万円、25.7％増となりました。 

投資的経費の割合は、歳出全体の10.8％(前年度対比1.9％増)を占めています。 

 

一般会計歳出(性質別)の構成比 
(単位：千円）

年   度 増減額 伸  率 (%)

科   目 当初予算額A 構成比 当初予算額B 構成比
29年度当初予算額
との比較(A-B)　C

対29年度当初
予算額比　C/B

消費的経費 2,738,017 70.5 2,639,204 70.4 98,813 3.7

  １．人件費 913,405 23.5 880,993 23.5 32,412 3.7

  ２．物件費 806,518 20.8 810,901 21.6 △ 4,383 △ 0.5

  ３．維持補修費 28,520 0.7 17,599 0.5 10,921 62.1

  ４．扶助費 455,891 11.8 419,655 11.2 36,236 8.6

  ５．補助費等 533,683 13.7 510,056 13.6 23,627 4.6

投資的経費 417,984 10.8 332,543 8.9 85,441 25.7

  １．普通建設事業費 417,983 10.8 332,542 8.9 85,441 25.7

  ２．災害復旧費 1 0.0 1 0.0 0 0.0

その他 672,999 17.4 726,253 19.4 △ 53,254 △ 7.3

  １．公債費 73,686 1.9 61,890 1.7 11,796 19.1

  ２．積立金 556 0.0 462 0.0 94 20.3

  ３．投資及び出資金、貸付金 14,000 0.4 14,000 0.4 0 0.0

  ４．繰出金 584,757 15.1 649,901 17.3 △ 65,144 △ 10.0

予備費 50,000 1.3 50,000 1.3 0 0.0

歳 出 合 計 3,879,000 100.0 3,748,000 100.0 131,000 3.5

※地方財政状況調査の区分による。

平成29年度平成30年度

 



- 12 - 

 

性質別歳出予算の主な増減内容 

◆ 物件費、前年度対比0.5％減(△438万円) 

消耗品費の減、非常勤職員賃金の減など。 

◆ 扶助費、前年度対比8.6％増(+3,623万円) 

障がい者支援関係費の増、保育所運営費委託料の増など。 

◆ 補助費等、前年度対比4.6％増(+2,362万円) 

  後期高齢者医療事業に係る定率市町村負担金の増、常備消防委託料の増など 

◆ 普通建設事業費、前年度対比25.7％増(+8,544万円) 

  防災行政無線設備デジタル化事業費の増、保健福祉センター空調設備改修費の増など。 

◆ 繰出金、前年度対比10.0％減(△6,514万円) 

国民健康保険特別会計、下水道事業特別会計への法定外繰出金の圧縮による減など。 

 

義務的経費の内訳 

(単位：千円）

年   度 増減額 伸  率 (%)

    科   目 当初予算額A 構成比 当初予算額B 構成比
29年度当初予算額
との比較(A-B)　C

対29年度当初
予算額比　C/B

　人　件　費 913,405 63.3 880,993 64.7 32,412 3.7

　扶　助　費 455,891 31.6 419,655 30.8 36,236 8.6

　公　債　費 73,686 5.1 61,890 4.5 11,796 19.1

              合　　　 計 1,442,982 100.0 1,362,538 100.0 80,444 5.9

平成30年度 平成29年度

※地方財政状況調査の区分による。  

義務的経費の主な増減内容 

 

◆ 財政硬直化の要因となる義務的経費(人件費・扶助費・公債費の合計)は、人件費の伸びや、社 

会福祉費の増大による扶助費の伸び、また平成29年度新規借入分の償還開始に伴う公債費の増 

により、全体で14億4,298万円、前年度対比5.9％増となりました。 
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 基金残高の推移 

平成29年度末の財政調整基金と公共施設建設準備基金の合計残高は、12億1,５８８万円、 

前年度対比7,５０６万円の減となる見込です。                                       

 

 ※H28までは決算額、H29以降は予算額です。 

災害復旧や財源が不足した時のための財政調整基金は常に一定程度の残高を確保することにより、安

定的な財政運営が可能となります。 

   

町債残高の推移                            

 

※H28までは決算額、H29以降は予算額です。 

（単位 :千円） 

 

（単位 :千円） 
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